
第３回　重春地区・野村地区・芳田地区  

小学校統合準備委員会  会議録  

 

 

 審議会等の名称 第３回　重春地区・野村地区・芳田地区　小

学校統合準備委員会

 開催日時 令和８年５月７日（木）  

午後７時 30 分～午後９時

 開催場所 　市民交流施設　つながるスタジオ

 出席委員数 19 人

 欠席委員数 １人

 出席職員数  

（事務局）

７人（教育長、教育管理部長、教育総務課

長、教育総務課職員３人、教育創造部長）

 公開・非公開の別 公開

 非公開の理由 　―

 傍聴人の数 ５人

 議題又は協議事項 １　開会  

２　委員交代について  

３　議題  

　⑴　事務局より報告  

　⑵　意見交換  

４　その他  

５　閉会

 会議の記録（概要）



 発言者  

１　開会  

教育長あいさつ  

２　議題  

⑴　事務局より報告（資料説明）  

 

⑵　意見交換  

　ありがとうございました。  

第二回の統合方法に関する意見交換結果について、

それぞれの意見を視点別に事務局で整理したとのこと

です。今日の意見交換については、その視点について

重要度などを整理していくという案でいかがでしょう

か。  

　事務局報告などについて、何か御意見はあります

でしょうか。  

　ご質問がないようですので、意見交換に移りたいと

思います。  

前回と同様に、それぞれテーブルの中で、委員の皆

さんで意見交換をしていただき、その結果を事務局が

集約して全員で共有したいと思います。  

意見交換の内容や進め方は各テーブルの中で事務局

から説明してもらいます  

それでは、終了予定の 21時まで１時間くらいの時間

を取りたいと思います。  

各テーブルの中で意見交換をしていただき、事務局

は内容を記録してください。それぞれグループに分か

れて議論をお願いします。  

　  

 

― ― ―意 　 見 　 交 　 換 ― ― ―  

　　　　　　　　　（約 60分間）  

― ― ―意 見 交 換 の 共 有 ― ― ―  

 

私たちの班では、子どもにとって何が大切かという

点に軸足をおいて、「新しい」学校を共に作っていく

という視点が大事なのではないか、それに関連して「

対等」に子どもたちを包むような「一体感」のような

空気を作っていくことが大切なのではないかという意

見となりました。そして、その根本として、どのよう
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事務局  

な学校を作りたいか、どのような子どもを育みたいか

をしっかりと持っていく必要があるとの意見となりま

した。  

 

　１つ目に多かった視点は「未来」です。子どもたち

が新しい学校を作っていく、そのような期待感を持っ

て、子どもたちにとって理想の学校を作っていけない

かということです。  

　２つ目は、「対等感」です。数の多い、少ないでは

なく、一人ひとりが大切にされる学校、環境を整えて

いきたいという意見です。  

　３つ目は、「新しさ」です。新しい学校でスタート

するのであれば、みんなが対等な立場で作りあげてい

く学校になればよいのではないかという意見です。  

 

　「一体感」「対等感」「安全」の３つの視点に関す

る意見が多くなりました。  

　子どもたちにとって、何が一番大切かという考えの

もとで、統合を進めていく必要があるというのが共通

の意見です。一体感については、３地区が一緒になっ

ていく、そのためには、３地区それぞれが学校に愛着

を持って、新しい学校をあげていくという視点が大事

ではないかとの意見です。  

　また、安全については、通学をはじめ、学校での生

活の中で安全が確保されていることが重要との意見で

した。  

 

　「新しさ」「未来」「対等感」という視点に関する

意見が多くなりました。  

　新しさについては、今までの歴史も大事だが、新し

い学校で、これからの子どもたちが自分たちで歴史を

作りあげていけるような環境が大事なのではないかと

いう意見です。  

　また、対等感については、全ての児童が同じ環境に

立って対等に統合を迎えることが大事なのではないか

という意見です。また、これらの視点以外に、いずれ

の統合方式であっても安全というのは重視していく必

要があるとの意見がありました。  

　今日の意見交換結果については、事務局でとりまと
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めを行い共有させていただきます。  

　  

４　その他  

　今後のスケジュールについて事務局から報告をお願

いします。  

 

今後のスケジュールについてですが、次回の会議は

早くても６月下旬となる見込みです。  

 

５　閉会  

　統合方法について、今回を含めて２回の協議を進め

てきました。それぞれの委員の意見整理の結果やアン

ケートの実施結果も取りまとめてお手元にお届けして

います。  

次回の協議は、今日挙げていただいた視点も踏まえ  

て、統合方法についての協議になると思います。今日

も色々な意見が出たと思いますが、意見をまとめてい

ければと思います。  

各委員のお考えも様々ではあると思いますが、今日

の協議内容も含め、次回の会議に向けて、お考えを再

度整理しておいていただければと思います。  

御意見等がないようでしたら、これで閉会させてい

ただきます。

 問合せ先 西脇市教育委員会　教育管理部　教育総務課


